
幼齢造林地放牧における黒毛和種雌牛の
行動に及ぼす新牧区開放の影響

長谷川信実 ･石村哲朗 ･RekhaChowdappa･平 田昌彦 ･

高木正博 ･野上寛五郎 ･園田立信

(宮崎大学農学部)

はじめに

輸入濃厚飼料依存から脱却し,日本の国土に根ざ

した家畜生産方式を確立することをめざして,本研

究者らは1996年から牛の飼料となる草木資源の豊

富な幼齢造林地での黒毛和種繁殖雌牛の放牧実験を

開始し,その結果について報告してきた1･2･4-29)0

1996年から1998年までの3年間の実験結果につい

ては既に報告した9)｡本論文では放牧開始6年目の

2001年度における行動の季節変化と新牧区拡張後

の牛の行動変化について報告する｡

材料および実験方法

実験場所は,宮崎大学農学部附属自然共生フィー

ルド科学教育研究センター田野フィールド(演習林)

(宮崎県宮崎郡田野町,310 51'N,1310 17'E,標

高160-260m)幼齢ヒノキ造林地である｡本実験

地は1996年7月より放牧を開始し,毎年5月中旬

ないし6月初旬から11月中旬まで190日前後の期

間,鉱塩以外の補助飼料は給与せずに昼夜連続放牧

を行ってきた｡牧区面積は1996年約5haから徐々

に拡張し,2001年では放牧開始時面積は約12haで

ある｡

黒毛和種雌成牛2頭,育成牛2頭と晴乳子牛1頭

を2001年5月25日～11月6日に放牧 し,子牛を

除く4頭の24時間行動観察を6月は2回,それ以

後は各月1回計7回 (6月1日･6月22日･7月

22日･8月10日･9月8日･10月7日･11月2

日)行った｡行動は2分間隔で記録した｡観察項目

は,姿勢を立位 ･横臥 (立位+横臥-24時間また

は100%)とし,行動分類を採食 ･反翁 ･休息 ･そ

の他の行動 (採食+反凝+休息+その他の行動-24

時間または100%)とし,採食行動は採食植物をス

スキとその他の植物にわけて記録した｡9月10日

に新牧区約0.5haを開放し,開放前1回 (9月3

日),開放後1ヶ月間に4回 (9月10日･9月12

日･9月17日･9月28日),1頭について24時間

行動観察を行った｡また,放牧期間中体重測定を5

回行った｡結果の統計解析は,変動因を観察日

(DATE)･個体 (CATTLE)として分散分析を行い,

Student'st-testにより有意差の検定を行った

(p<0.05)0

結果および考察

蓑 1に採食 ･休息 ･反翁行動時間と立位姿勢割合

(平均±SD)の変化を示 した｡採食時間は平均

572.6±65.6分で,観察日による差を示し(DATE:

p-0.007),他の月よりも10月･11月が有意に短

く,個体差は示さなかった｡反凝時間は平均377.4

±59.1分で,観察日による差はなかったが,個体

差を示した (CATTLE:p-0.034)｡休息時間は平

均368.0±72.2分で,11月に最も長く6･8月に短

かった (DATE:p-0.005)｡立位割合は平均60.7

±7.5%で,9月に最も高く71.6±6.3%,10月に

最 も低 く49.8±1.2%であった (DATE:p-

0.0001)｡休息時間と立位割合は個体による差はな

かった｡

表2にススキとその他の植物の採食時間と採食割

合および反轟/採食比の変化を示した｡ススキ採食

時間は平均70.1±47.4分で,観察日による差を示

し (DATE:p<0.0001),6･7月に105-128.5

分と長く,その後低下し11月には19.5分であった｡

その他の植物採食時間は平均502.1±76.8分で,

9･10月に他の観察 日よりも有意に長かった

(DATE:p-0.0008)｡ススキ採食割合は平均12.3
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表1.採食 ･休息 ･反寮行動時間と立位姿勢割合の変化および分散分析結果

項目 採食 反賓 休息 立位

観察月日

6月1日

6月22日

7月22日

8月10日

9月8日

10月7日

11月2日

平均

分散分析P値

576.0 ± 43.4a

601.0 ± 78.3a

575.5 士 79.6a

615.0 ± 6.Oa

632.5 j= 51.3a

497.5 ± 17,2b

511.0 ± 22.7b

572.6 ± 65,6

DATE 0.007

CATTLE 0.122

387.5 ± 30.3

364.0 ± 108.6

376.0 ± 61.1

367.0 ± 24.9

342.0 ± 56.7

429.5 ± 39.2

375.5 ± 61.5

377.4 ± 59.1

0,584

0.034

290.0 ± 42.8C

339.5 士 79.4⊂

365.0 ± 72.9tx

338.5 ± 32.9C

356.0 ± 59.6tx

432.5 ± 27.5ab

454.5 士 44.8a

368.0 ± 72.2

一 %/日 -

57.7 ± 4.1b

62.3 ± 5.9b

58.1 ± 3,7b

62.8 ± 2.4b

71.6 j= 6.3a

49.8 ± 1.2C

63.0 士 6.4 b

60.7 士 7.5

0.0001

0.357

1)4頭の平均±SD｡
8bc同列異文字間に有意差あり (Student'st-test)｡

蓑2.ススキとその他の植物の採食時間と採食割合および反凝/採食比の変化

項 目 ススキ その他の植物

放察月日

6月1日

6月22日

7月22日

8月10日

9月8日

10月7日

11月2日

平均

28.5 ± 28,5a

18.0 ± 28.6且

05.0 j= 24.78

31.0 ± 19.8bc

30.0 ± 11.3tx

58.5 ± 6.4b

19.5 ± 19.5C

70.1 ± 47.4

446.5 士 26.7b

481.0 ± 56.6b

470.5 ± 100.2b

584.0 ± 25.Oil

602.5 ± 52.68

439.0 ± 17.8b

491.5 ± 39.5b

502,1 ± 76.8

分散分析P値

DATE <0.0001 0.0008

CAm 0.685 0.275
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】】ススキ採食割合-(ススキ採食時間/採食時間)×100｡
2)4頭の平均±SD｡
Lbc同列異文字間に有意差あり (Student'st-test)｡

±8.1%で,6月 1日には22.2±3.7%であったが,

8月には5.1±3.3%に低下 し11月には3.9±4.0%

となった (DATE:p<0.0001)｡いずれ も個体差

は示 さなか った｡反轟/採食比は平均 0.675±

0.164,0.548(9月)～0.866(10月)の範囲で,

観察日による差はなかったが,個体差のある傾向を

示 した (p-0.068)0

各行動時間 (分)および反凝/採食比間の相関を

表3に示 した｡採食時間はその他の植物採食時間と

r-0.788(p<0.001)の高い正の相関を示 したが,

ススキ採食時間との相関は低かった｡また,有意な

負の相関を反泰 (rニー0.682,p<0.001)･休息
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表3.各行動時間 (分)および反寮/採食比間の相関

項 目 ススキ採食 その監 植物 鯛 休息 横臥 諾 (i

採食 0.110

ススキ採食

その他の植物採食

反翁

休息

横臥

0.788**+

_0.524+～

-0.682】l書*

10.087

｣).533**

-0.420事 -0.652JF**
-0.256 0.252

-0.192 -0.715+桝

-0.261 0.586*+

0.150

-0.879***

-0.092

-0.698***

0.938***

0.037

0.659***

*p<0.05,Hp<0.01,…*p<0.001

表4.新牧区開放前後の採食･反弟行動の比較

項目 採食 ススキ採食割合 1) 反賓 反袈/採食比

分/日 %/自 分/日

開放前2) 603.0 ± 33.7 9.6 ± 6.7 298.0 ± 27.6 0.49 ± 0.04

開放後3) 528.5 ± 96.0 22.4 ± 15.8 373.5 ± 26.4 0.74 ± 0.14

p値 4) 0.194 0.188 0.008 0.033

i)(ススキ採食時間/採食時間)×100｡
2)7月22日･8月10日･9月3日･9月8日の平均±SD｡
3)9月12日･9月17日･9月28日･10月7日の平均±SD｡
4) student'st-test｡
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図1.新牧区開放前後の採食･反凝行動割合と反翁/揺
食比および新牧区滞在割合の変化｡

採食%-(採食時間/24時間)×100,ススキ採食%-(ス
スキ採食時間/採食時間)×100,ススキの新牧区%-
(新牧区でのススキ採食時間/ススキ採食時間)×100,
新牧区滞在%-(新牧区滞在時間/24時間)×1000

(rニー0.420,p<0.05)･横臥 (rニー0.652,p<

0.001)時間と示 した｡その他の植物採食時間は,

反凝 ･横臥時間および反為/採食比と有意な負の相

関を示し (それぞれrニー0.533,rニー0.698,p<

0.01),休息行動時間との相関は低く,ススキ採食

時間はそれらのいずれとも相関は低かった｡反翁時

間は横臥時間と(r-0.586,p<0.01),横臥時間は

反翁/採食比と (r-0.659,p<0.001)正の相関

を示した｡

図1に7月22日から11月2日までの新牧区解放

前後のススキ採食行動と新牧区滞在割合および反凝/

採食比の変化を示した｡また,表4に新牧区開放前

と開放後の採食 ･反凝行動の比較を示した｡新牧区

滞在時間は9月10日に200分 (1日の13.9%)で,

9月12日には1098分 (同76.3%)に増加したが,

その後 120-152分 (同8.3-10.6%)に減少し,

11月2日には28分 (同1.9%)となった｡新牧区

開放日の9月10日を除く開放前4回と開放後4回

の平均を比較すると採食時間 (それぞれ603分/日,

528.5分/日)とススキ採食割合 (それぞれ9.6%

/ 日,22.4%/ 日)で有意差はなかったが,反翁

時間は298.0分/日から373.5分/日へ,反翁/揺

食比は0.49から0.74へ有意に増加した (それぞれ
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p-0.008,p-0.033)｡
2001年の牛の行動を実験開始2年目の1997年9)

と比較すると,採食行動は1997年に平均547分で

有意差はなかったが,反翁時間は443分から有意に

66分減少した (p<0.0001)｡また,ススキ採食時

間は293分から123分減少 して70分となり (p<

0.0001),ススキ採食割合は53.5%から12.3%に

減少した (p<0.0001)｡また,その他の植物採食

時間は254分から502分へと増加した (p<0.0001)｡

その結果,反泰/採食比は0.83から0.67へと有意

に減少した (p-0.0006)｡1997年には採食時間は

ススキおよびその他の植物採食時間と高い相関 (そ

れぞれr-0.749,r-0.669,p<0.01)を示したが,

2001年にはその他の植物採食時間とは高い相関を

示したがススキ採食時間との相関は低くなった｡

牛はススキを最も多く採食 L l･4･8･9,11･25),春には

越年茎,秋には当年茎を採食 6) し,ススキ現存量

は放牧2-3年目に急激に減少する8･9)ことが観察

されている｡ススキ現存量の減少による摂取量の低

下を牛は採食種数を増加 9)させて補おうとする｡

樹菓炉はススキよりも栄養価が高いものが多い

7･11･26)が,採食種数の増加はバイ ト速度を低下 9)さ

せる｡バイト速度の低下を採食時間を長 くすること

で補い,2001年9月8日には採食時間は10時間32

分,立位割合は71.6%にまでなった｡長谷川ら3)

は,公共放牧地における6月から10月の観察で立

位割合は48.3-61.3%,横臥反泰時間は日増体とr

-0.55(p<0.01)の相関があることを報告した｡本

実験では9月 10日新牧区開放後,牧区面積が

0.5haと小面積のため2週間程度の短期間で有意な

結果とはならなかったがススキ採食割合が増加し採

食時間が減少する傾向が見られ,有意に反秦時間は

増加し立位割合は低下した｡そして,日増体はマイ

ナスからプラスへ転 じ,入牧後 2ケ月間での

-0.115kg/日から,新牧区開放後 1ケ月間では

+0.152kg/日となった｡

幼齢造林地を効率よく使用し,秋の採食量を確保

するための手段として秋に新牧区を開放することに

ついて検討を行った結果,牛の行動では反翁時間が

増加し立位割合が減少し,日増体も増加となること

が明らかとなった｡
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